
ラブピースさんが来てくれました♪ 

１月の誕生会に 

ラブピースさんが 

パネルシアターを 

してくださいました。来てくださいました。

幼児さんでしてくださった参加型の「ボー 

ルがとんできて」はやりたい人がいっぱい 

で、大人気でしたよ。乳児さんの「だれのせ 

んたくもの」や「猫のお医者さん」も音楽に 

合わせてでてくるパネルシアターにワクワ 

クした様子で見ていました。 

 

 

 

令和６年２月 1日  八尾市立志紀おおぞらこども園 

 朝晩の冷え込みが厳しくなってきましたね。こども園にできている氷を見つけ、「冷た～い」と言

いながら触って遊んだり、中学校の校庭やプレイロットでの凧揚げを楽しんだりと、寒い中でも子

どもたちの元気な声が響いていました。 

 感染症が流行りやすい季節です。手洗い・うがいをして、栄養・睡眠を十分にとって、今月も元

気に過ごしていきたいと思います。 

2月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の保育のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2日（金）節分のつどい 

5日（月）発育測定（４，５歳児） 

６日（火）発育測定（０～３歳児） 

１４日（水）ルクミー撮影 

（１・４・５歳児、ぶどう組、めろん組） 

１５日（木）ルクミー撮影 

（０・２歳児、いちご組） 

 

 

 

 

 

＜０歳児＞ 

 〇寒い冬でも元気に過ごす。 

 〇簡単な身の回りのことをできた喜びを味わう。 

 〇保育者や友だちと模倣遊びをしたり、応答したり、保育者との簡単なやりとりを楽しむ。 

＜１歳児＞ 

 〇保育者に促されながら、簡単な身の回りのことを自分でやってみようとする。 

 〇保育者や友だちと一緒に好きな遊びの中で、まねっこ遊びややりとりを楽しむ。 

 〇保育者と一緒に身近な冬の自然に触れる。 

＜２歳児＞ 

 〇身の回りのことを自分でしようとする。 

 〇友だちとかかわり、一緒に遊ぶことを楽しむ。 

 〇友だちや保育者と同じイメージの中で、遊ぶことを楽しむ。 

 〇のびのびと表現遊びを楽しむ。 

 〇冬の自然に親しむ。 

＜３歳児＞ 

 〇4歳児に向けた生活の仕方を知り、保育者と一緒に行う。 

 〇雪や氷などに興味をもち、冬ならではの遊びを楽しむ。 

 〇自分の思いを様々な表現で伝えながら、友だちの気持ちに気づく。 

 〇友だちや保育者と一緒に動きや言葉で表現したり、みんなで活動する楽しさを味わったり

する 

＜４歳児＞ 

 〇友だちとイメージを共有したり、思いや考えを伝え合ったりして遊ぶことを楽しむ。 

 〇イメージしたことを言葉や体で表現したり、友だちと一緒に表現したりすることを楽しむ。 

 〇自然の移り変わりに興味をもつ。 

＜5歳児＞ 

 〇寒くても戸外で体を存分に動かして遊ぶことを楽しむ。 

 〇友だちと共通の目的やイメージに向かって、相談したり協力したりして遊びを進めたり、

動きや言葉で表現したりすることを楽しむ。 

 〇一人ひとりなりきることを楽しみながら、みんなでやり遂げた満足感を味わう。 

 〇自然の移り変わりに、興味をもち調べたり、伝統行事に親しみをもったりする。 

１７日（土）生活発表会 

２０日（火）保健指導（３歳児） 

２１日（水）保健指導（４歳児） 

２２日（木）誕生会 

２６日（月）保健指導（５歳児） 

２８日（水）『給食について』（小学校栄養士より） 

      （５歳児） 

 

志紀中学校の中学生と 

一緒に凧揚げをしたよ 

     広い中学校の 

校庭で、中学生の

お兄ちゃん、お姉

ちゃんと一緒に凧

揚げをしました。 

 優しく一緒にスピードを合わせて走って

くれて、子どもたちも嬉しそうでした♡ 



 

 

 

 志紀おおぞらこども園では、地震や火災などの避難訓練を定期的に行って、避難経路や避難の仕

方を確認しています。子どもたちには、訓練の前に約束事を話して、訓練の後は「先生の話を聞い

て避難できたかな」「約束は守れたかな」など振り返り、話をしています。 

 

 

 

 

 

 

 訓練は、月ごとに出火元や時間を変えたり、地震からの火事や津波を想定したりして、様々な場

面に対応できるようにしています。3学期には、訓練の時間を知らせず、本当の災害時に近い形で

の訓練も行いました。このように定期的に、様々な時間で行うことで、「こんな場合はどうすればい

いのか」と気づきがあり、より安全に避難できるように避難経路や方法を話し合い、改善していま

す。 

 

避難グッズ 

 〇非常持出袋 

避難時にすぐに持ち出せるよう、各保育室に 

非常持出袋を置いています。 

中には、水や防寒シート、紙パンツなど避難後 

すぐに使いそうなものを入れています。 

 

 〇避難靴 

         乳児クラスは裸足で生活しているので、避難靴を置いています。避難訓練でも

持ち出して履くようにしています。 

 

 これからも、様々な場面を想定した避難訓練を実施し、安全、安心に過ごせるように努めていき

たいと思います。おうちでも、避難場所や連絡方法を確認したり、防災グッズの点検などしておく

といいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難訓練について 

避難の時の約束 

〇「押さない」「走らない」「しゃべらない」「戻らない」（おはしも） 

〇煙を吸わないように、ハンカチや衣服で口を覆う（火事） 

〇ダンゴムシのポーズになって机の下やロッカーで頭を守る（地震） 

 



 


